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第 20巻 200ら

最
上
義
光
物
語
の
解
説
と
翻
刻
そ
の
二

l

l
国
立
国
会
図
書
館
蔵
滝
沢
馬
琴
手
沢
本
1

1

解

説

(
キ
ー
ワ
ー
ド

最
上
義
光
物
語
・
滝
沢
馬
琴
手
沢
本
・
鳴
門
教
育
大
学
甲
本
・
同
乙
木
)

本
稿
は
、
「
最
上
義
光
物
語
の
解
説
と
翻
刻
l

国
立
国
会
図
書
館
蔵
滝
沢
馬
琴
手
沢
本
」

(
『
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
、
第
9
巻
、
一
九
九
四
年
)
の
続
編
で
あ
り
、
本
稿

で
は
、
そ
の
物
語
の
「
巻
之
二
」
の
部
分
を
翻
刻
し
た
。

本
書
の
巻
之
一
と
巻
之
二
の
目
録
に
限
定
し
て
、
本
学
所
蔵
の
二
本
と
比
較
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。
本
学
所
蔵
本
は
い
ず
れ
も
合
冊
本
(
一
冊
本
)
で
あ
り
、
特
に
、
後
者
は
抄
出

本
と
な
っ
て
い
る
。

本
写
本
(
国
立
国
会
本
)

最
上
義
光
物
語
巻
之
一

目
録

一
義
守
逝
去
事

一
城
取
十
郎
長
久
討
捕
事

一
寒
河
江
城
退
治
事

一
八
沼
城
降
参
事

一
天
童
城
開
退
事

一
柏
木
山
合
戦
事

最
上
義
光
物
語
巻
之
二

目
録

一
満
兼
生
害
事

一
延
沢
能
登
勇
力
事

一
兼
山
城
開
退
事

一
悪
屋
形
滅
亡
事

合
冊
本
(
鳴
門
教
育
大
甲
本
)

義
光
物
語
上
巻
目
録

一
義
守
逝
去
之
事

一
白
烏
十
郎
殿
後
之
事

一
寒
河
江
退
治
之
事

一
八
沼
降
参
之
事

一
天
童
開
退
之
事

一
柏
木
山
合
戦
事

一
満
兼
公
生
害
之
事

一
延
沢
能
登
守
勇
力
之
事

主
義
光
物
語
中
巻
目
録

一
兼
山
間
退
之
事

A

庄
内
悪
屋
形
光
安
滅
亡
の
事

合
冊
抄
出
本
(
鳴
門
教
育
大
乙
本
)

義
光
物
語
惣
目
録

一
義
守
公
逝
去
之
事
上
之
巻

一
白
鳥
十
郎
討
取
後
之
事

一
寒
河
被
退
治
之
事

一
八
ツ
沼
降
参
之
事

一
天
童
開
退
之
事

一
延
沢
能
登
守
勇
力
之
事

一
兼
山
開
退
之
事
井
/

悪
屋
形
滅
亡
之
事
/

是
よ
り
中
ノ
巻

最
上
義
光
物
語
の
解
説
と
翻
刻

そ
の
二
-
|
国
立
国
会
図
書
館
蔵
滝
沢
馬
琴
手
沢
本
|
|

ま
た
、
本
写
本
は
他
の
諸
本
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
本
文
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
一

部
を
一
不
し
、
次
の
諸
本
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
示
し
て
み
た
。

最
上
記
(
『
山
形
市
山
人
』
史
料
編
1
翻
刻
、
山
形
市
市
史
編
集
委
員
会
、
昭
和
四
八
年
三
月
)

最
上
義
光
物
語
(
群
書
類
従
に
翻
刻
)

義
光
物
語
(
鳴
門
教
育
大
学
蔵
甲
本
)

義
光
物
語
(
鳴
門
教
育
大
学
蔵
乙
本
)

1 2 3 4 
ま
ず
、

仏
A

L
b
-

原

義

ー
の
『
最
上
記
』
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

最
上
義
光
物
語
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
)

国
家
の
為
に
宜
者
と
云
ほ
と
な
る
は
皆
推
て
固

仁
の
身
と
な
し
悪
行
日
々
に
増
国
中
諸
民
一
人

と
し
て
安
堵
の
思
ひ
を
な
さ
す

然
間
我
万
民
の
為
に
義
光
へ
御
味
l

刀
中
庄
内
御

退
治
案
内
可
致
と
存
也
我
御
味
方
申
な
ら
は
残

る
家
子
大
方
御
手
に
可
属
さ
れ
は
貴
殿
麦
許
に

居
ら
れ
た
る
社
幸
な
れ
急
此
旨
被
致
注
進
義
光

於
御
承
引
は
近
日
山
形
へ
可
落
行
也
さ
あ
ら
は

貴
殿
の
御
勘
気
も
御
赦
免
有
事
無
疑
と
心
底
不

残
打
解
て
申
け
る

元
来
備
前
加
様
の
謀
の
た
め
数
年
居
住
し
て
諸

人
の
心
を
引
見
る
と
言
共
大
事
の
趣
な
れ
は
如

最
上
記

国
家
の
た
め
に
は
宜
も
の
と
云
程
成
ば
、
皆
推

し
て
停
任
の
身
と
な
し
、
詰
ひ
お
も
ね
る
も
の

斗
威
名
盛
に
て
近
習
に
と
き
め
け
ば
、
悪
行

日
々
に
弥
増
、
国
中
の
諸
民
壱
人
と
し
て
安
堵

の
思
ひ
を
な
さ
ず
、

然
問
我
万
民
の
た
め
、
義
光
公
へ
御
味
方
申
、

庄
内
御
退
治
の
御
案
内
可
致
と
存
立
也
、
我
お

み
か
た
申
な
ら
ば
、
残
る
家
の
子
大
方
御
手
に

属
す
べ
し
、
去
ば
貴
殿
愛
許
に
居
ら
れ
た
る
こ

そ
幸
な
れ
、
急
此
旨
注
進
い
た
さ
れ
、
義
光
公

御
承
引
に
お
ひ
て
は
、
近
日
山
形
へ
落
行
べ
き

也
、
さ
も
あ
ら
ば
御
勘
気
も
御
赦
免
あ
ら
ん
事

疑
な
し
と
、
心
底
を
不
残
打
解
申
け
り
、

本
よ
り
備
前
か
様
の
斗
策
の
た
め
数
年
庄
内
に

居
住
し
て
、
諸
人
の
心
を
引
見
る
と
い
へ
ど
も
、



松

原

義

何
有
ん
と
肺
肝
を
砕
き
け
る
処
に
中
務
如
此
申

け
れ
は
大
に
悦
尤
無
余
義
思
召
立
也

大
事
の
儀
な
り
け
れ
ば
、
い
か
が
あ
ら
む
と
肺

肝
を
砕
き
け
る
処
に
、
中
務
如
此
申
け
れ
ば
大

き
に
悦
、
尤
余
儀
な
き
息
召
立
也
、
悪
逆
の
主
を

亡
し
、
万
民
の
愁
を
肋
給
は
ん
事
、
諸
神
も
い
か

で
か
に
く
し
と
思
召
無
也
、
去
な
が
ら
は
る
/
¥

と
山
形
ま
で
落
行
れ
ん
は
、
謀
の
不
足
所
也
、

乍
去
逢
々
と
山
形
迄
落
行
は
謀
不
足
に
似
た
り

本
書
に
比
べ
て
、
『
最
上
記
』
は
鏡
舌
で
あ
る
。
「
義
光
」
に
つ
い
て
も
敬
語
を
付
す
。
、
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
本
書
の
内
容
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
い
わ
ば
、
本
書
が

略
本
だ
と
す
れ
ば
、
『
最
上
記
』
が
広
本
と
で
も
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
が
他
本
以
上

に
漢
文
体
の
名
残
を
示
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、

2
の
群
書
類
従
本
『
最
上
義
光
物
語
』
は
、
も
っ
と
も
本
書
に
近
い
本
文
を
も
っ
。

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

園
家
の
為
に
よ
ろ
し
き
者
と
云
程
成
は
。
皆
推
し
て
停
住
の
身
と
な
し
。
詣
あ
る
者
計
。

美
名
盛
に
て
。
近
習
に
時
め
け
は
。
悪
行
日
々
に
増
し
。
園
家
の
諸
民
。
一
人
と
し
て
安

堵
の
思
を
な
さ
す
。
然
に
我
為
万
民
。
義
光
公
へ
御
味
方
申
。
庄
内
御
退
治
の
御
案
内
可

致
と
存
立
也
。
我
御
味
方
申
な
ら
ば
。
残
る
家
の
子
大
か
た
御
手
に
可
属
。
去
は
貴
殿
。

愛
元
に
被
居
た
る
こ
そ
幸
な
れ
。
急
此
事
。
注
進
い
た
さ
れ
。
義
光
公
於
御
承
引
は
。
近

日
山
形
へ
可
落
行
也
。

さ
も
あ
ら
は
御
勘
気
も
御
赦
免
あ
ら
ん
事
無
疑
と
。
心
底
不
残
打
と
け
て
申
け
る
。
本
よ

り
備
前
加
様
之
謀
の
た
め
。
数
年
庄
内
に
住
居
し
て
。
諸
人
の
心
を
引
見
る
と
い
へ
と
も
。

大
事
の
事
な
れ
は
。
い
か
〉
あ
ら
ん
と
。
肺
肝
を
僻
け
る
所
に
。
中
務
如
斯
申
け
れ
は
。

大
に
悦
尤
無
余
儀
思
召
立
也
。

悪
逆
の
主
を
亡
し
。
万
民
の
患
を
助
け
玉
は
ん
事
。
諸
神
も
争
か
悪
し
と
思
し
召
ん
や
。

乍
去
遥
々
と
山
形
迄
落
行
れ
ん
は
。
計
策
不
足
の
所
な
り
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
本
書
よ
り
は
詳
細
で
、
「
義
光
」
に
つ
い
て
敬
語
を
付
す
。

第

3
の
『
義
光
物
語
』
(
大
学
甲
本
)
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

国
家
の
為
宜
し
か
ら
す
異
名
盛
に
し
て
近
習
二
時
め
き
悪
行
日
々
一
一
重
て
国
中
の
諸
民
壱
人

と
し
て
案
堵
の
思
ひ
を
な
さ
す

然
ル
に
我
此
度
万
民
の
為
義
光
公
江
御
一
味
申
者
な
ら
ば
残
ル
家
の
子
大
形
御
手
に
属
す
べ

し
貴
殿
幸
ひ
当
境
に
居
合
給
ふ
こ
そ
吉
事
な
れ
ば
最
早
此
上
は
時
を
移
さ
ず
山
形
江
注
進

サ
シ
ハ
サ
ミ

之
手
立
肝
要
成
べ
し
と
語
け
れ
ば
備
前
深
満
足
し
本
よ
り
加
様
の
為
を
心
底
拝
ン
故
数
年

此
方
住
居
し
て
諸
人
の
心
を
引
見
る
と
い
へ
と
も
流
石
大
事
の
義
二
し
有
け
れ
ば

い
か
〉
あ
ら
ん
と
は
ひ
か
ん
を
疑
ひ
け
る
処
に
折
節
中
務
に
出
合
け
る
は
ひ
と
へ
に
天
の

l
i
l
l
l
i
-
-
-ー
I
l
l
i
-
-
-ー
ー

ト

F
ぃト
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

恵
み
愛
に
顕
れ
思
ひ
尽
に
成
行
事
大
慶
是
に
不
可
過

更
は
我
れ
山
形
江
忍
び
行
件
の
趣
言
上
申
べ
し
御
身
は
跡
に
て
智
略
肝
要
に
頼
み
入
と
一
五

川
判
凶
中
務
云
け
る
は
閣
回
同
州
問
問
凶
劇
団
凶

乍
去
は
る
/
¥
と
山
形
打
落
行
き
給
わ
ん
も
謀
不
足
の
所
也

第

4
の
『
義
光
物
語
』
(
大
学
乙
本
)
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

国
家
の
為
不
レ
宣
い
め
う
さ
か
ん
に
し
て
近
習
ニ
は
め
け
ば
悪
行
日
々
一
一
重
り
て
国
中
之
諸

民
一
人
と
し
て
安
堵
之
思
へ
を
な
さ
す

然
一
一
我
此
度
万
民
の
為
義
光
公
江
御
味
方
申
者
な
ら
ば
残
家
の
子
大
形
は
御
手
ニ
属
す
べ
し

貴
殿
幸
ひ
当
地
ニ
居
玉
ふ
社
吉
事
な
り
最
早
此
上
は
時
を
不
移
山
形
へ
注
進
之
手
立
テ
社

肝
要
成
べ
し
と
語
り
け
れ
ば

サ
ン
ハ
サ
ミ

備
前
満
足
し
て
本
よ
り
か
様
之
為
を
心
底
二
拝
し
故
数
年
此
方
ニ
住
居
仕
諸
人
の
心
を

引
見
ル
と
い
ゑ
共
さ
す
が
大
事
の
義
馴
は
い
か
〉
あ
ら
ん
と
肺
肝
を
く
だ
き
し
所
折
節
中

I
l
l
1
1
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1
1
1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
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l
l
i
-
-

務
殿
一
一
出
合
け
る
は
偏
ニ
天
之
恵
成
り
思
ひ
の
ま
〉
一
一
成
行
事
大
慶
是
二
過
へ
か
ら
ず
さ
ら
は

我
山
形
ひ
し
の
び
行
件
の
趣
言
上
申
へ
し
御
身
は
斯
ニ
て
智
略
肝
要
ニ
頼
入
と
言
け
れ
ば
中

務
申
け
る
は
尤
間
同
同
州
岡
閣
困

乍
去
り
は
る
/
¥
山
形
へ
落
行
き
玉
は
ん
も
謀
不
足
の
所
也

大
学
乙
本
は
、
項
目
を
欠
く
と
こ
ろ
も
あ
る
抄
出
本
で
あ
る
が
、
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、

国
会
図
書
館
本
が
も
っ
「
さ
あ
ら
は
貴
殿
の
御
勘
気
も
御
赦
免
有
事
無
疑
と
心
底
不
残
打
解
て

申
け
る
」
と
い
う
部
分
を
欠
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
乙
本
は
、

国
会
図
書
館
本
よ
り
鏡
舌
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
①
本
写
本
が
そ
の
本
文
量
に
お
い
て
、
少
な
く
簡
潔
で
あ
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
本
書
を
略
本
、
他
の
四
本
を
広
本
で
あ
る
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
②
主
人
公
の
「
義
光
」
に
つ
い
て
も
、
本
写
本
で
は
「
義
光
」
の
名
に

敬
語
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
他
の
四
本
で
は
「
義
光
公
」
と
敬
語
が
付
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諸
本
の
全

体
を
比
較
し
た
後
に
論
述
す
る
こ
と
に
し
、
今
は
そ
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。



翻

実IJ

凡
例

翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、

新
字
体
に
改
め
た
。

一
改
行
は
原
本
通
り
と
し
、
各
面
の
終
わ
り
に
、

オ
〉
、
〈
二
ウ
〉
の
よ
う
な
形
で
示
し
た
。

〈
一
オ
〉

H

一

丁

表

の

こ

と

〈

二

ウ

〉

H

二
丁
裏
の
こ
と

割
り
注
は
、
小
字
で
示
し
、
そ
の
改
行
箇
所
は
、
特
に
示
さ
な
か
っ
た
。

判
読
不
可
能
な
本
文
は
、
〔

U
で
示
し
、
仮
読
を
記
入
し
た
場
合
も
あ
る
。

明
ら
か
に
誤
写
と
判
断
で
き
る
も
の
は
、
(
マ
¥
)
と
傍
記
し
た
。

で
き
る
だ
け
原
本
の
か
た
ち
を
尊
重
し
た
が
、

常
用
漢
字
は
ほ
ぼ

丁
数
及
び
表
裏
の
別
を
、

例
え
ば
、

翻
刻

最
上
義
光
物
語
巻
之

(
「
磯
見
」

の
落
款
あ
り
)

表
紙

最
上
義
光
物
語
巻
之
二

目
録

満
兼
生
害
事

延
沢
能
登
勇
力
事

兼
山
城
開
退
事

悪
屋
形
滅
亡
事

四二一一六五

一
オ

最
上
義
光
物
語
巻
之
二

満
兼
生
害
事

去
程
に
屋
形
の
御
前
に
は
氏
家
尾
張
伊
良
子
宗

さ
ん

牛
を
被
百
此
度
の
合
戦
無
事
に
成
照
宗
退
散
被

致
事
天
の
与
る
処
也
い
さ
や
此
刻
上
野
山
へ
押
寄
満
兼

お
く
れ

を
可
討
取
上
の
山
勢
は
先
日
相
木
山
合
戦
に
後
れ
を

た

い

さ

ん

お

く

取
と
い
ひ
又
照
宗
退
散
に
力
を
落
し
臆
病
神
の

付
て
防
に
便
有
ま
し
と
被
仰
け
れ
は
氏
家
尾
張

進
み
出
て
御
誌
尤
ニ
は
候
へ
と
も
満
兼
の
家
子
に
里
見

四二一一六五九八七

最
上
義
光
物
語
の
解
説
と
翻
刻

そ
の
一
「
l

国
立
国
会
図
書
館
蔵
滝
沢
馬
琴
手
沢
本
ー
ー

内
蔵
へ
同
民
部
と
て
無
隠
剛
の
者
有
之
其
外
士
卒
も

数
度
の
誉
取
た
る
者
多
し
早
速
に
責
落
さ
ん
事

難
成
数
日
を
送
ら
ば
又
照
宗
加
勢
必
定
也
然
は

由
々
敷
大
事
也
所
詮
謀
を
以
御
退
治
可
然
と
其
知
略

と
言
は
私
如
腹
心
召
仕
候
者
の
弟
出
家
に
成
上
の
山
二

寺
を
持
居
申
候
故
日
来
里
見
兄
弟
へ
も
出
入
仕
候
就

し
ん
そ
こ

夫
内
々
両
人
か
心
底
を
も
承
候
に
内
蔵
は
専
道
を

噌
む
者
二
候
弟
の
民
部
は
武
勇
の
達
人
な
れ
共
常
々

其
身
を
亭
々
と
思
ひ
候
た
る
者
の
よ
し
彼
出
家
物
語

致
候
間
民
部
方
へ
所
領
過
分
に
可
被
下
と
御
書
を

被
遣
は
則
御
味
方
に
可
参
民
部
さ
へ
御
味
方
ニ
成
候
へ
は

や
す

満
兼
を
打
捕
申
儀
尤
易
か
る
へ
し
と
申
け
れ
は
屋
形

開
召
尤
可
然
兎
角
彼
出
家
を
以
里
見
兄
弟
か
心
底

を
引
見
其
上
に
て
御
書
可
被
遣
と
吉
一
へ
は
宗
牛
も

尾
張
か
策
誠
に
賢
し
此
方
便
に
て
は
満
兼
退
治
御

手
間
被
取
ま
し
き
と
申
上
る
去
問
尾
張
は
彼
僧

を
呼
寄
宗
牛
と
両
人
に
て
委
細
申
含
遣
し
け
る

此
出
家
内
蔵
に
申
様
如
御
存
私
兄
氏
家
方
二
罷
在

候
か
以
使
申
越
候
は
屋
形
近
日
其
地
江
御
発
行
二
候

在
々
迫
も
穏
に
は
有
問
敷
致
其
心
得
候
へ
と
申
越
ニ

今
迄
は
仙
台
の
照
宗
を
高
き
山
深
き
海
共
御
頼
候
処

に
先
日
柏
木
山
合
戦
以
後
義
光
も
御
無
事
ニ
被
成
候

得
は
誰
有
て
後
詰
仕
者
な
し
落
城
程
あ
る
ま
し
き
か

里
見
の
御
家
共
二
断
絶
せ
ん
事
歎
て
も
余
り
有
敵
寄

不
来
内
何
と
そ
御
分
別
候
へ
か
し
と
そ
申
け
る
内
蔵
つ

く
/
¥
と
聞
尤
其
方
被
申
こ
と
く
今
義
光
照
宗
御

ほ

く

あ

へ

和
睦
の
事
な
れ
は
敢
て
味
方
の
助
可
仕
者
な
し

其
上
此
城
多
勢
を
引
請
一
先
も
可
防
要
害
に
あ
ら
す

ウオウ
二
オ

問三二七六五九八一一一一一四九八七六五九八七六五四三三一



松

原

義

な
く
う
た
か
い

御
運
は
日
を
不
過
し
て
落
城
せ
ん
事
無
L

疑
然
と
云
共

代
々
の
主
を
捨
て
身
を
逃
ん
は
武
士
の
本
意
に
あ
ら
す

し
ょ
せ
ん

所
詮
義
と
共
に
討
死
せ
ん
よ
り
外
は
無
定
事
と
被
申
け
る

内
蔵
か
所
存
中
/
¥
味
方
に
成
ま
し
と
思
ひ
け
れ
は
兎
角

の
問
答
に
も
不
及
夫
よ
り
直
に
民
部
か
方
へ
行
右
之
通

申
け
る
に
民
部
は
内
蔵
と
相
違
大
に
歎
て
申
け
る
は

上
の
山
の
小
勢
を
以
義
光
の
大
軍
に
畳
一
日
も
敵

対
な
る
へ
き
や
縦
先
々
の
こ
と
く
照
宗
御
加
勢
有
と

て
も
境
を
隔
れ
は
俄
の
役
に
も
立
す
し
て
今
程

は
義
光
も
御
一
味
な
れ
は
当
家
の
滅
亡
時
日
を

廻
す
へ
か
ら
す
其
上
義
光
智
仁
勇
の
三
徳
を
兼
そ
の

ほ
ま
れ
誉
世
に
高
し
近
隣
従
属
せ
す
と
言
こ
と
な
し
我
此

道
理
に
依
て
義
光
ぇ
降
参
候
而
可
然
由
満
兼
ぇ
雄

あ

へ

や

み

奉
諌
言
敢
て
御
承
引
な
し
係
る
主
人
を
頼
闇
々

く

ち

は

て

ん

し

こ

く

せ

ん

と
朽
果
ん
事
無
念
至
極
な
る
間
所
詮
義
光
へ
御

味
方
申
先
祖
の
家
名
を
継
と
言
共
夫
も
忠
節

人
と
は
一
一
一
日
れ
す
降
参
不
義
の
者
と
呼
れ
ん
事
も

口
惜
け
れ
は
心
を
空
敷
し
て
年
月
を
送
り
け
る
と

懇
に
語
け
れ
は
出
家
悦
て
縦
満
兼
社
貴
殿
の
諌

め
つ
ほ
ラ

言
不
用
し
て
滅
亡
有
と
て
も
地
下
人
に
至
迄
安
堵

の
思
ひ
を
成
事
能
々
御
思
慮
を
被
廻
候
へ
と
申
て
た
ち

に
け
り
夫
よ
り
尾
張
か
方
へ
来
り
右
之
段
委
相
述
け
れ
は

尾
張
大
に
悦
彼
出
家
を
は
私
宅
に
留
置
宗
牛
を

伴
ひ
屋
形
の
御
前
に
罷
出
里
見
兄
弟
か
所
存
之
通

一
々
申
上
げ
れ
ば
御
悦
喜
不
斜
し
て
白
銀
拾
枚
給
り

ね
ん
ご
ろ

拐
民
部
方
へ
御
直
筆
の
御
書
懇
に
被
遊
彼
出
家

に
被
下
け
る
急
き
民
部
方
へ
行
て
申
け
る
は
先
日
被
仰

候
趣
卒
度
尾
張
に
物
語
い
た
し
候
得
は
内
々
貴
殿
武
勇

に
達
し
給
ふ
段
義
光
も
聞
及
給
ふ
と
て
序
を
伺
ひ

三
ウ

四
オ

四
ウ

七六五四三二

ゑ

っ

き

す

な

は

ち

能
様
に
取
繕
申
上
け
れ
は
御
悦
喜
限
な
く
則
御
自

筆
を
被
遣
と
て
取
出
し
渡
し
け
れ
は
民
部
戴
き
致

拝
見
候
其
状
に
一
言よっ
て
く
は
た
て
き
ゃ
く
い

今
度
満
兼
依
企
逆
意
為
追
罰
難
緊
兵
諸

し

ば

ら

く

な

を

民
迷
山
野
事
不
便
之
余
り
暫
令
猶
預
候
処

其
方
心
底
之
段
伝
聞
喜
悦
不
浅
者
也
急

九八

討
捕
満
兼
猶
於
被
励
忠
勤
者
満
兼
一
跡
不

残
可
宛
行
者
也

月

日

義

光

判

里
見
民
部
殿

御
書
を
読
誌
り
く
る
/
¥
と
引
巻
被
出
家
に
向
此
度

我
に
心
底
の
程
義
光
の
御
耳
に
入
ふ
l

様
之
御
自
筆

ひ

と

へ

に

こ

う

お

ん

I
l
l
i
-
-

被
下
事
偏
老
僧
厚
思
也
と
て
白
布
拾
端
一
騒
些

念
珠
な
と
引
出
物
に
し
げ
る
此
上
は
兄
に
て
候
内
蔵
二

申
聞
せ
承
引
な
き
に
於
は
刺
殺
し
満
兼
を
討
取

四三一一六五九八七

へ
し
兎
角
本
l

様
の
評
定
を
も
可
遂
た
め
に
候
へ
は
義
光

御
心
易
被
思
召
候
士
壱
人
被
遣
候
様
に
と
申
け
る
間

む
こ

則
罷
帰
此
旨
申
上
げ
れ
ば
翌
矢
桐
を
召
右
之
趣
被

仰
聞
上
の
山
江
罷
越
諸
事
可
遂
評
定
自
然
満
兼

き
ゃ
く

民
部
か
逆
心
を
洩
聞
落
行
事
も
有
な
ら
は
民
部

と
申
合
何
国
迄
も
追
駈
可
討
取
い
ま
た
事
の
不
成

先
に
国
中
に
披
露
有
て
は
如
何
成
間
為
養
生
上
の
山

江
致
湯
治
由
傍
輩
共
に
も
為
申
聞
よ
と
有
問
委
細

畏
候
と
て
尾
張
と
遂
内
談
外
の
一
類
傍
輩
に
は

九八七六五四三二一

病
気
故
御
暇
申
上
上
の
山
へ
致
入
湯
由
申
民
部
方

へ
行
諸
事
申
合
其
上
内
蔵
を
呼
寄
義
光
頼
度

思
召
旨
両
人
に
て
申
け
れ
は
内
蔵
は
以
之
外
気
色
を

損
し
御
身
被
頼
候
共
此
内
蔵
に
於
は
全
二
心
な
し
と
て

立
け
る
を
兼
て
定
置
し
事
な
れ
は
次
の
間
に
居
け
る

五
オ

五
ウ

六
オ

四
九八七六五四六五四三二一九八七九八七六五四三二一五四三二一



若
者
と
も
走
り
出
引
組
刺
殺
し
ぬ
拐
此
事
延
引

い
た
し
満
兼
へ
洩
聞
へ
落
行
給
ふ
事
も
可
有
間
則

今
宵
忍
ひ
入
討
可
申
と
て
日
来
民
部
方
ぇ
他
事

な
く
致
出
入
け
る
侍
に
佐
竹
平
内
と
言
も
の
あ
り

彼
者
を
潜
に
頼
け
れ
は
無
異
儀
同
、
む
い
た
し
け
り
則

せ

い

せ

か

、

二
心
有
ま
し
き
旨
誓
紙
を
為
L

書
今
夜
忍
入
討
捕
可

申
間
御
坪
の
か
け
か
ね
を
は
っ
し
置
候
へ
と
堅
云
合

帰
し
け
り
さ
て
夜
半
計
に
矢
桐
相
模
民
部
両
人
難

な
く
忍
入
夜
明
頃
に
満
兼
を
討
取
け
れ
は
満
兼
の

生
害
を
伝
聞
近
習
外
様
の
侍
上
を
下
へ
と
騒

き

ゃ

く

く

は

た

て

動
し
け
る
処
に
民
部
使
を
以
満
兼
逆
意
を
被
企

と
ふ
む
り

に
依
て
義
光
の
蒙
仰
討
ま
い
ら
せ
た
り
内
蔵
も

満
兼
一
味
た
る
間
昨
日
討
取
処
也
幸
為
御
使
矢
桐

相
模
我
等
屋
敷
に
被
居
候
条
何
義
早
々
可
被
致

降
参
若
異
儀
の
輩
於
有
之
は
速
に
可
諒
罰

の
よ
し
申
遣
け
れ
は
此
義
如
何
と
詮
義
区
々
也
と
云

へ
と
も
満
兼
は
生
害
也
杖
柱
と
も
頼
し
内
蔵
は
被

討
た
り
民
部
は
如
此
な
れ
は
誰
を
為
大
将
寵
城

す
へ
き
ゃ
と
て
我
も
/
¥
と
降
参
し
け
る
問
矢
桐

帰
り
右
の
様
子
委
く
申
上
げ
れ
ば
屋
形
御
悦
喜

有
て
尾
張
を
召
其
方
此
度
の
策
い
つ
に
勝
れ

た
り
と
て
御
加
増
を
給
け
る
追
付
民
部
も
山
形

あ
と
し
き

え
参
御
礼
申
上
け
れ
は
如
御
約
束
満
兼
跡
式

壱
万
八
千
石
被
下
置
上
の
山
え
罷
帰
内
蔵
か
子
共

尋
出
し
可
訴
由
被
仰
付
け
る
内
蔵
か
内
室
は
女
房

壱
人
召
く
し
と
あ
る
在
所
に
深
く
忍
ひ
て
忘
形
見

と
共
に
お
は
し
ま
し
け
る
所
に
民
部
山
形
よ
り
帰
内
蔵
か

そ
に
ん

子
と
も
於
隠
置
て
可
為
曲
事
致
訴
人
者
有
之
て

ほ

う

つ

の

そ

み

褒
美
は
可
為
望
と
国
中
へ
触
け
る
故
所
に
も
住

六
ウ

七
オ

七
ウ

」し

/¥ 

居
難
成
て
安
養
寺
と
二
一
一
口
寺
へ
歎
入
頼
け
れ
は

住
持
心
や
さ
し
く
か
ひ
/
¥
敷
う
け
取
懐
に
入
山
越

七八九

に
仙
台
へ
行
て
一
類
の
有
け
る
に
養
せ
奉
つ
年

あ

た

む

く

い

月
を
経
て
此
子
成
人
し
父
の
仇
を
報
ん
と
山
形

え
忍
ひ
入
民
部
を
臆
け
れ
共
用
心
き
ひ
し
け
れ
は

不
叶
し
て
せ
め
て
無
念
を
散
ん
為
と
て
民
部
へ

同
心
せ
し
一
類
を
余
多
討
取
ぬ
其
子
柄
中
/
¥
筆

よ
ひ

に
も
難
及
働
也
其
後
正
宗
卿
へ
被
呼
出
大
坂
御
陣

に
も
二
三
度
致
高
名
宜
百
仕
給
処
に
百
姓
公
事

3
4
き

あ

し

く

を
御
捌
悪
敷
と
て
仙
台
を
立
退
紀
州
へ
参
り

里
見
勘
四
郎
と
名
乗
御
旗
本
を
預
り
居
け
る

四九八七六五

今
程
は
七
十
五
六
歳
に
て
有
へ
き
也

延
沢
能
登
勇
力
之
事

延
沢
能
登
は
力
量
人
に
勝
た
る
白
屋
形
聞
召
及
れ
つ
よ
く

力
の
程
御
覧
有
へ
し
と
て
近
習
外
様
の
内
に
て
強

力
の
者
と
も
七
八
人
勝
り
出
し
御
供
に
て
屋
形
を
初

何
も
明
衣
を
着
し
俄
に
能
登
か
屋
鋪
へ
御
越
有

け
る
能
登
も
聞
伝
支
度
い
た
し
其
身
壱
人
広
間

の
庭
に
罷
出
今
や
/
¥
と
待
居
た
る
頃
は
七
月
十

五
夜
な
れ
は
月
も
隈
な
く
し
て
互
の
力
も
頑
固

六五四三二一九八七

折
節
七
八
人
の
者
能
登
か
居
た
る
大
庭
へ
走
り

出
二
人
取
付
た
る
に
肘
を
か
ひ
っ
か
み
七
八
問
斗

投
る
斯
て
は
叶
ま
し
と
残
四
五
人
の
も
の
と
も
前
後

左
右
よ
り
一
度
に
組
付
倒
さ
ん
と
し
け
る
を
大
力
の

覚
取
た
る
能
登
な
れ
は
物
の
数
と
も
せ
す
蹴
倒
し

屋
形
へ
飛
て
懸
る
屋
形
此
林
を
見
給
ひ
て
中
々

あ
と

御
力
に
難
叶
け
れ
は
跡
を
も
不
見
し
て
逃
給
ふ

い

た

せ

ん

処
を
能
登
追
詰
御
後
よ
り
懐
き
け
れ
は
無
詮
方

や
思
召
け
ん
傍
に
二
回
計
の
桜
木
有
け
る
に

七六五四三三一

最
上
義
光
物
語
の
解
説
と
翻
刻

そ
の
二
1

1
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国
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蔵
滝
沢
馬
琴
手
沢
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|
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松

原

義

九
ウ

ひ
し
と
御
取
付
候
を
能
登
は
引
放
ん
と
す
互
に

大
力
に
て
あ
た
り
の
士
二
尺
斗
崩
此
桜
根
引
に

ぬ
き

活
と
抜
け
れ
ば
能
登
も
謄
を
潰
し
放
て
退
に

け
り
屋
形
御
機
嫌
不
大
形
し
て
被
仰
け
る
は
能
登

か
力
は
聞
及
た
る
よ
り
逢
に
増
り
た
り
去
年
千
年

堂
に
て
の
戦
も
勝
に
乗
た
る
味
方
の
勢
を
其
方

壱
人
に
て
捲
り
立
追
返
し
け
る
も
理
な
り
と
定

か
く
て
御
城
へ
被
召
連
色
々
御
褒
美
被
下
夫
よ
り

し
て
能
登
は
国
中
無
双
の
大
力
也
と
諸
人
是
を
知

一
O
オ

け
る
と
也
兼
山
城
開
退
事

斯
て
屋
形
の
御
威
勢
日
々
に
重
り
国
中
大
方
属

す
と
言
共
鮭
延
と
云
所
の
領
主
佐
々
木
典
膳
重

総
兼
山
に
在
城
し
屋
形
の
下
知
に
不
随
間
使
を
以

急
山
形
へ
可
有
出
仕
旨
被
仰
遣
け
れ
は
典
膳
大
に
怒

て
云
我
は
佐
々
木
の
家
に
て
む
か
し
よ
り
終
に
山
形
へ
出
仕

し
た
る
例
な
し
然
る
に
今
義
光
威
勢
つ
よ
く
大

に
成
給
ふ
と
て
系
図
を
捨
致
降
参
事
思
も

一
O
ウ

て
ん

不
寄
と
申
け
れ
は
屋
形
此
由
聞
召
典
膳
は
今

十
六
歳
の
若
者
な
れ
は
責
討
も
可
安
と
て
大
勢

率
し
打
立
給
ふ
兼
山
近
所
在
々
を
放
火
し
て

則
引
取
其
夜
は
野
陣
を
被
成
翌
日
未
明
に
押
寄

屋
形
自
身
兼
山
近
所
の
高
山
へ
登
り
城
の
林
を

見
分
し
給
ふ
に
三
方
は
厳
石
峨
々
と
聾
た
り

可
登
便
な
し
一
方
は
鮭
川
と
云
大
河
を
抱
へ
地
の
利

全
き
城
な
れ
は
攻
る
に
は
不
可
叶
と
て
鮭
川
の

一
方
を
は
態
と
ひ
ら
き
三
方
に
向
城
を
昨
山
の
腰
を

一
一
オ

か
ま
へ

堀
切
用
心
開
敷
構
城
中
の
兵
組
尽
る
を
社
は
待
玉
ふ

一一四

則
自
も
向
城
に
ま
し
/
¥
て
鮭
延
の
諸
民
を
安
堵
さ

せ
天
気
好
時
分
は
小
鷹
狩
な
と
に
出
給
ふ
然
る
に
此

城
に
井
ひ
と
つ
な
ら
で
は
無
之
水
不
足
な
る
ゆ
へ
に
夜

夜
忍
ひ
出
沢
辺
の
水
を
汲
け
る
に
是
を
窺
知
て

宵
よ
り
伏
兵
を
置
如
例
に
出
て
水
を
汲
し
処
を
一

人
も
不
残
討
取
け
れ
は
典
膳
不
安
お
も
ひ
或
夜
水
汲

を
出
し
跡
よ
り
究
寛
の
兵
百
余
人
差
遣
す
味
方

の
伏
兵
と
も
是
を
不
知
し
て
何
も
水
汲
と
は
か
り

九八七六五

心
得
真
中
に
取
篭
討
ん
と
し
け
る
処
に
百
余
人
の
者
共

二
手
に
成
切
先
を
揃
打
て
懸
れ
は
味
方
の
兵
不
愉

し
て
一
度
に
肢
と
被
追
立
我
先
に
と
逃
行
け
る

其
近
辺
に
陣
取
し
武
田
兵
庫
此
由
を
見
て
一
騎

駈
出
二
三
騎
切
て
落
し
火
花
を
散
し
戦
と
云
共

郎
等
未
続
敵
は
多
勢
に
て
打
重
責
け
る
問
深
手

を
蒙
り
終
に
そ
こ
に
て
被
討
け
り
敵
此
頭
を
切
先

に
貫
き
勝
と
き
を
喧
と
立
城
中
へ
引
入
け
り
漸

此
瑚
味
方
の
諸
勢
馳
付
け
れ
と
も
敵
早
々
引
取
け

一一四九八七六五

れ
は
無
力
し
て
本
陣
へ
引
返
し
け
れ
屋
形
此
由

聞
召
大
に
怒
り
此
城
コ
一
ヶ
月
の
中
に
は
可
落

少
の
事
を
日
に
掛
味
方
の
負
を
し
つ
る
も
の
哉

此
後
敵
勝
負
を
決
せ
ん
と
打
出
る
共
一
人
も
城
戸

よ
り
外
へ
不
可
出
と
か
た
く
下
知
し
給
ふ
如
案
城
中

に
は
兵
根
尽
て
午
馬
を
刺
殺
喰
け
る
か
此
ま
〉

餓
死
せ
ん
よ
り
は
未
力
の
落
さ
る
先
に
花
や
か
に
一
軍

し
て
討
死
せ
ん
と
て
大
手
の
門
を
聞
き
一
度
に
固
と

打
出
け
れ
共
兼
て
御
下
知
の
事
な
れ
は
味
方
の

九八七六五四三二一

勢
壱
人
も
柵
よ
り
外
へ
は
不
出
弓
鉄
砲
を
段
々
に
備

待
か
け
け
れ
は
城
中
の
兵
是
を
見
て
あ
れ
へ
掛
り

柵
を
破
候
は
〉
只
的
に
成
て
討
る
へ
し
と
て
城
中
へ
引

一
一
ウ

一
二
オウ

ムノ、
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入
ん
と
詮
議
区
々
な
り
け
る
に
凶
書
と
‘
五
家
の
子

進
み
出
此
城
に
て
義
理
を
立
無
事
は
難
成
尾
形

官
未
御
若
年
な
れ
は
未
頼
ほ
敷
候
幸
に
鮭
川

一
方
は
敵
開
置
た
れ
は
一
先
庄
内
へ
御
退
可
然
と

三
と

/

1

評
定
一
途
に
究
其
夜
諸
勢
悉
く
舟
に
乗
庄
内

悪
屋
形
附
を
頼
み
落
行
け
り
夜
行
の
者
共
此
気

色
を
見
て
急
き
御
旗
本
へ
参
り
城
中
の
勢
落

行
と
覚
鮭
川
の
方
に
人
声
仕
続
松
数
多
見
へ
候

と
申
上
げ
れ
ば
義
光
開
百
さ
も
有
へ
し
思
ふ
子
細

あ
る
問
落
は
落
せ
よ
と
て
其
夜
は
静
に
て
御
庫

有
け
る
翌
日
未
明
に
押
寄
見
給
ふ
に
病
た
る
馬
四

五
疋
有
て
人
更
に
な
し
諸
軍
勢
是
を
見
て
か
程

兵
組
に
詰
た
ら
は
無
力
し
て
攻
落
さ
ん
事
可
安
に

不
知
し
て
討
漏
し
ぬ
る
口
惜
さ
よ
と
口
々
に
申
け
れ
は

屋
形
以
内
聞
召
我
は
知
と
云
共
典
膳
は
文
武
に
達

た
る
若
者
と
一
五
其
上
系
図
も
佐
々
木
の
家
な
れ
は

芳
助
置
味
方
に
な
さ
ん
為
不
知
顔
に
て
落
し
ぬ
る

な
り
悪
屋
形
脱
を
頼
み
庄
内
へ
落
行
へ
し
と

宣
け
る
如
案
光
安
滅
亡
の
後
氏
家
尾
張
を
頼

降
参
し
山
形
に
相
詰
被
致
御
奉
公
武
勇
の
み

に
非
す
才
覚
ま
て
勝
た
り
本
領
を
給
鮭
延
越

前
と
号
し
後
は
御
家
の
仕
置
を
被
仰
付
候
也

悪
屋
形
制
滅
亡
事

去
程
に
屋
形
時
は
去
年
兼
山
よ
り
草
伏
備
前

を
御
寝
所
へ
被
召
終
夜
被
仰
合
事
有
然
る
其

翌
年
の
春
堅
く
殺
生
禁
断
の
山
に
て
備
前
鹿
狩

追
烏
狩
様
々
の
悪
行
を
な
せ
り
尾
形
時
間
百
大

に
御
機
嫌
損
て
宣
ひ
け
る
は
此
山
に
は
義
守
の
御

墓
所
有
に
よ
り
日
来
堅
く
殺
生
禁
断
申
付
た
る

オ

一
三
ウ

一
四
オ

同

に
か
様
の
悪
行
を
な
す
事
前
代
未
聞
の
曲
者
也

然
共
武
田
兵
庫
官
去
年
兼
山
に
て
討
死
す
其

忠
義
に
依
て
命
の
段
は
免
し
置
と
て
国
中
を

御
追
放
故
無
是
非
庄
内
へ
逃
行
悪
屋
形
制
を

五一一L.

/¥ 七九八

頼
み
け
る
に
光
安
も
備
前
か
右
之
様
子
を
悉
く
開

に
山
形
へ
は
一
一
度
可
帰
も
の
に
あ
ら
す
と
て
則
近
習

に
召
置
給
ふ
元
来
備
前
賢
き
者
な
れ
は
屋
形

似
の
気
に
入
二
三
年
の
内
に
過
分
の
領
知
給
は
り
腹
心

の
思
ひ
を
な
し
け
り
然
に
光
安
代
々
の
家
の
子
に
中
務

ト
仇

と
申
て
六
十
歳
余
の
老
人
有
十
二
歳
に
成
し
男
子

壱
人
持
し
を
兼
て
光
安
の
近
習
に
被
召
仕
亮

或
時
少
の
過
し
け
る
を
引
寄
手
白
刺
殺
し
給
中
務

老
後
の
歎
中
/
¥
申
も
お
ろ
か
な
り
去
れ
は
悲
み

四三二 aλ 五七八九

た
と
へ

の
余
り
に
思
ひ
け
る
は
縦
少
の
過
有
は
と
て
今
年

漸
十
二
歳
い
ま
た
東
西
を
も
不
弁
年
也
其
上
我
等

す
て
に

数
年
致
軍
功
今
既
六
十
に
余
る
身
に
ふ
l

様
に
憂

な
さ
け
う
ら
み
こ
っ
す
い

日
を
見
せ
給
ふ
事
返
々
も
無
情
と
恨
骨
髄
に

て
つ徹
し
け
れ
は
病
気
と
号
高
坂
と
い
ふ
領
地
へ

引
龍
明
暮
歎
居
た
り
け
る
家
子
此
体
を
見
て

う
ら
み

中
務
か
恨
道
理
也
忠
節
諸
人
に
勝
れ
た
る
中

な
と

務
に
さ
へ
知
斯
つ
ら
く
当
り
給
ふ
ま
し
て
我
々
杯

は
不
頼
母
敷
と
益
け
る
に
或
者
申
し
け
る
は
山
形
の

七六五四三二一九八

義
光
は
常
々
御
物
語
に
大
将
と
士
卒
は
扇
に
喰
へ

ほ
ね

た
り
要
は
主
人
骨
は
物
頭
地
紙
は
惣
勢
也
一
ツ
闘
て

も
難
事
成
其
上
士
卒
を
思
ふ
事
如
一
子
す
と
宣

よ
し
也
と
語
け
れ
は
最
可
為
大
将
人
の
心
持
か
く

有
ん
に
士
卒
誰
か
命
を
惜
ん
や
然
る
に
此
屋
形
制

武
勇
を
被
好
様
に
て
無
是
非
恐
随
と
い
へ
と
も
威

勢
の
み
て
真
実
忠
を
心
に
懸
る
者
は
不
可
有
と
口
々
に
申

四二一一五

最
上
義
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物
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の
解
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と
翻
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1
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松

原

義

け
り
光
安
の
聞
を
偉
中
務
へ
音
信
す
る
者
一
人
も
な
し

し
つ
ま

然
に
備
前
は
下
心
あ
る
故
に
夜
に
入
人
静
り
忍

お
と
つ
れ

や
か
に
音
信
色
々
物
語
し
て
中
務
を
慰
め
又
は
子

息
の
事
を
も
言
共
に
歎
け
る
問
中
務
申
け
る
は

ほ

う

は

ひ

お

そ

れ

数
年
親
き
傍
輩
さ
へ
屋
形
抗
に
恐
れ
こ
と
問
ふ
者

ゑ
ん
ろ

一
人
も
な
し
御
身
は
近
年
の
好
み
遠
路
共
い
は
す
加
様

に
毎
夜
間
来
憂
を
慰
め
給
ふ
事
誠
に
難
有
と
て

悦
あ
へ
り
然
に
或
夜
雨
降
物
哀
な
る
折
節
に
竹
筒
杯

持
せ
行
け
り
中
務
出
合
今
宵
は
雨
降
一
入
閑
敷

候
に
能
こ
そ
御
出
候
と
て
終
夜
物
語
に
諸
国
の
大

将
の
噂
に
成
中
務
問
け
る
は
誠
や
ら
ん
山
形
の
義

ぢ

ひ

も

つ

は

ら

な

さ

け

光
は
御
慈
悲
を
専
と
被
為
万
民
に
情
深
し
と
承

さ
も
候
哉
と
尋
け
れ
は
備
前
答
て
申
様
義
光

近
年
武
勇
を
以
近
国
大
形
切
随
へ
隣
国
に
て

は
鬼
神
の
こ
と
く
申
と
言
共
内
心
は
究
て
慈
悲

深
く
万
民
を
一
子
の
様
に
思
ひ
年
傾
き
齢
衰

た
る
者
迄
夫
々
に
扶
持
を
下
給
ひ
憐
み
給
ふ

と
懇
に
語
け
れ
は
其
時
中
務
近
く
寄
昭
明
け
る

は
申
出
に
付
無
面
白
は
候
へ
共
今
度
の
有
様
余
り

恨
敷
存
る
也
去
は
日
川
凶
十
二
歳
の
時
越
後
村
上

に
て
如
形
働
い
た
し
其
後
も
数
度
の
軍
に
忠
を
尽

終
に
庄
内
の
大
将
と
な
し
申
事
非
大
忠
也
然
に

只
今
我
恨
を
以
此
事
を
存
立
に
は
候
は
す
貴
殿

も
常
々
見
聞
玉
ふ
こ
と
く
此
屋
形
制
武
勇
強
計

あ
い

に
て
脚
も
愛
心
な
く
国
家
の
為
に
宜
者
と
云
ほ
と

な
る
は
皆
推
て
固
仁
の
身
と
な
し
悪
行
日
々
に
増

国
中
諸
民
一
人
と
し
て
安
堵
の
思
ひ
を
な
さ
す
然
問

我
万
民
の
為
に
義
光
へ
御
味
方
申
庄
内
御
退
治

案
内
可
致
と
存
也
我
御
味
方
申
な
ら
は
残
る
家
子

一
六
オ

一
六
ウ

一
七
オ

九八

大
方
御
手
に
可
属
さ
れ
は
貴
殿
愛
許
に
居
ら
れ

た
る
社
幸
な
れ
急
此
旨
被
致
注
進
義
光
於

御
承
引
は
近
日
山
形
へ
可
落
行
也
さ
あ
ら
は
貴
殿

の
御
勘
気
も
御
赦
免
有
事
無
疑
と
心
底
不
残

打
解
て
申
け
る
元
来
備
前
加
様
の
謀
の
た
め
数
年

居
住
し
て
諸
人
の
心
を
引
見
る
と
言
共
大
事
の

趣
な
れ
は
如
何
有
ん
と
肺
肝
を
砕
き
け
る
処
に

中
務
如
此
申
け
れ
は
大
に
悦
尤
無
余
義
思
召
立
也

は
る
/
¥

乍
去
逢
々
と
山
形
迄
落
行
は
謀
不
足
に
似
た
り

七六五四三二一九八

ま

〉

み

つ

只
此
憧
に
ま
し
/
¥
て
蜜
々
に
て
一
味
輩
を
相
語
ひ

其
上
に
て
山
形
へ
注
を
申
な
ら
は
義
光
早
速
押
寄

給
へ
し
然
と
光
安
庄
内
境
へ
出
向
可
有
対
陣
間

其
時
城
に
火
を
掛
跡
よ
り
追
詰
前
後
よ
り
討
取

可
申
と
手
に
取
様
に
申
け
れ
は
中
務
つ
く
/
¥
と
こ
の

旨
を
聞
尤
可
然
さ
ら
は
可
一
味
輩
相
語
ひ
候
は
ん
と

忍
/
¥
に
招
寄
万
民
の
為
加
様
に
思
ひ
立
各
も
一
味

有
て
給
れ
と
頼
け
る
に
何
れ
も
悪
屋
形
に
飽
果

た
る
事
な
れ
は
願
所
の
幸
と
我
も
ノ
¥
と
同
心
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し
け
る
然
間
連
判
の
族
中
務
方
へ
集
り
け
れ
は

備
前
前
書
を
出
し
各
判
形
を
相
居
備
前
に
渡
し

其
上
に
て
評
定
を
遂
相
図
を
極
此
旨
備
前
方
よ
り

山
形
ぇ
注
進
申
け
れ
は
屋
形
鳩
不
斜
悦
ひ
今
迄
延

引
無
心
元
思
ひ
つ
る
に
加
様
に
光
安
家
の
子
不
残
味

方
に
成
候
儀
備
前
か
忠
義
不
浅
と
て
不
移
時
日

大
軍
を
率
打
立
給
ふ
先
陣
は
既
に
月
峯
を
越

松
根
黒
川
迄
打
入
け
る
此
由
光
安
聞
給
ひ
近
年
如

鬼
神
申
習
は
す
義
光
な
れ
は
我
相
手
に
不
足
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し
何
れ
も
随
分
働
候
へ
と
て
城
を
打
出
義
光
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の
先
陣
と
川
一
ツ
隔
陣
取
給
ひ
け
る
兼
て
相
図
の
事

な
れ
は
中
務
は
城
へ
入
替
り
本
丸
へ
火
を
掛
黒

お
ひ
た
〉

煙
天
に
鰐
敷
上
り
け
れ
は
光
安
を
は
し
め
近
習

の
者
共
こ
は
い
か
な
る
事
そ
と
周
章
騒
け
る
所
に
前

後
に
備
し
家
の
子
共
備
を
立
置
し
光
安
の
旗
本

え
向
ひ
弓
鉄
砲
を
打
掛
射
か
け
攻
け
れ
は
川
向
に
陣

取
た
る
義
光
の
先
陣
本
城
豊
前
川
の
深
を
も

い
は
す
我
先
に
と
渡
し
切
て
盟
れ
は
何
か
は
以

勝
る
へ
き
旗
本
唾
と
一
度
に
崩
れ
跡
を
も
不
見

し
て
逃
行
を
追
詰
/
¥
討
取
け
り
光
安
近
習
四

五
人
に
て
五
六
丁
程
落
延
給
ひ
け
れ
共
行
末
道
を

立
切
戦
け
る
間
難
遁
し
て
ま
た
馬
を
引
返
拐
も

無
念
の
次
第
哉
近
草
刈
備
前
は
義
光
の
勘
気

を
蒙
る
迫
庄
内
に
存
し
は
ふ
l

様
の
謀
を
為
へ
き

た
め
な
る
に
不
知
し
て
心
を
許
し
召
仕
た
る
口
惜

さ
よ
此
上
は
義
光
の
旗
本
へ
馳
入
可
討
死
と
て

既
に
駈
出
さ
ん
と
し
給
ふ
所
を
近
習
の
者
と
も
引

留
め
義
光
の
旗
本
は
従
是
一
里
先
に
陣
取
候
間
寄

申
事
中
/
¥
成
間
敷
と
存
市
道
に
て
雑
兵
の
子
に

懸
り
給
は
ん
よ
り
愛
に
て
御
自
害
候
へ
其
内
は
我
々

防
矢
可
仕
鰍
申
所
へ
流
矢
一
ツ
来
弓
手
の
脇
に
箆

深
に
た
ち
け
る
最
早
叶
問
敷
と
や
思
も
れ
け
ん
跡
隠

よ

ろ

ひ

ぬ

き

す

で

か

き

し
候
へ
と
て
馬
上
に
て
鎧
脱
捨
腹
掻
切
て
失
給
ひ

最
上
義
光
物
語
の
解
説
と
翻
刻

一
九
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四

け
る
さ
し
も
の
猛
き
大
将
な
れ
共
日
来
慈
悲
無
同

し
故
家
子
郎
等
心
替
し
て
か
く
闇
々
と
亡
給
ふ

あ
さ
ま
し

事
浅
猿
か
り
し
事
共
也
去
程
に
備
前
は
悪
屋
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形
の
首
を
取
義
光
の
御
本
陣
へ
参
此
由
斯
と
申

上
け
れ
は
御
悦
喜
不
大
形
し
て
今
度
其
方
忠
義

抜
群
な
る
故
早
速
光
安
を
討
取
た
り
と
宣
ひ
過
分

の
領
地
に
御
感
状
を
添
被
下
則
備
前
か
案
内

に
て
庄
内
ぇ
打
入
給
へ
は
中
務
を
初
と
し
て
今
度

御
味
方
中
た
る
者
共
罷
出
御
礼
申
上
け
り
何
も

不
残
本
領
給
中
務
に
は
本
領
は
不
及
申
光
安
跡

式
家
財
不
残
給
り
向
後
は
家
子
同
然
に
可
被
思
召

旨
被
仰
渡
け
れ
は
恭
事
不
可
有
此
上
乍
去
私
六

七九八九八七六五四三

十
に
余
り
一
子
辿
も
無
御
座
候
得
は
全
後
栄
を
存
し

候
儀
無
之
只
万
民
の
愁
を
助
ん
為
御
味
方
申
上
候

間
御
厚
思
に
は
身
の
御
暇
被
下
候
様
一
一
と
達
而
申

上
大
和
国
金
峯
山
と
中
所
へ
引
廻
法
師
に
成
八
十

歳
に
て
相
果
け
る
也
其
後
屋
形
芝
旦
ひ
け
る
は
光
安

も
近
国
に
無
隠
大
将
な
る
間
為
菩
提
一
寺
を
可

有
建
立
と
て
加
茂
浦
と
平
一
一
口
所
に
寺
を
建
則
光
安

寺
と
号
寺
領
を
も
被
寄
附
候
也
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The Comment on the Tale of YoshiakiMOGAMI and the Reprint， the Second Part 
一一 aboutthe book with the notes by Bakin TAKIZA WA， which belongs to the N ational Diet Library一一

Kazuyoshi MATSUBARA 

First， this paper is composed of the sequel to <<the comment on the tale of Yoshiaki MOGAMI and the reprint -about the 

book with the notes by Bakin TAKIZAWA， which belongs to the National Diet Library ->>*1. The second part of the story is 

reprinted in this paper. 

Next， the manuscript is examined in comparison with the four others. The analysis indicates that the text is shorter and 

more compact than the other' s， and that the name of the hero， <<Yoshiaki>> is written without the prefix in the manuscript， when 

<<the Prince of Yoshiaki>> is with the prefix in the others. After comparing the whole book with the al1 text of the four others， it 

will be possible to find out the import of those differences. But， in this paper， e百'ortsare targeted simply to the enumeration of 

thc di百ercnces.

*l.See the bulletin of Naruto Kyoiku University， by the human science and the social science， volume 9， 1994 
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